
2006／10／30  
国内輸血例  

・投与中止の当  
鉄製剤及びセグ  

非溶血性Il作 用関連梼雇  

・抗血策タンパ  ク質抗体磯  

・l完内にて血 液／くッグに  

残った血液を  当該献血者との面談範果：  
献血前後の体調異常なし、蔽  

用いて細菌横 壬実施：  血以前、生水、生ものなどの  1本の原料血祭  

A－06000098  ユー06】18  2叩6／7／3l  之006／8／11  人赤血球濃厚液【放射線辟射） （採血21日目）  男  70  慢†生腎不全  細菌悪染  2006／07  Y8「写hb  喫書匿なし、周囲に動物∴生  重篤  軽快  
●ntOr【lG01往i⊂a 検出  肉のある環ヰではない、など  済み．  

当該細菌との関連性を示す什  
・院内にて患 看血培実施 報はなかった。   

：  

陰性  
トリブタ 

〆L、輸血後 23．1J上■／L  
体及び献血者の  
再採血（l．5ケ月  

後）血液の血清  
型09に対する凝  

・院内にて  
7／28に抜宣し  

た1VHカテー  
テルより  

2本の原料血  

人赤血呼濃厚液（放射線照射）  
Ach■tObct●  人赤血球濃厚液  と同一採血番号  

柴、】本の新鮮 ニ1暮吉血策、l本  
（操血16日ヨ）  

A－0＄0000∈19  3－06‖9  2006／7／3t  200も／8／11    新l蔓凛嶺人血贅  
第  88  循】茸藍疾患  敗血症（細菌感染）  200t〉／07 2（X〉6／07  rb別Jm帥nii検   出  の血策2本で無  

4単位        の赤血球MAPを  
之単位  

・院内にて患  
製造．原料血渠  

（採血之之9日目）  粛試験実施：「遮 合J  
は全て確保済  

看血培実施こ  
・－…・こ  

み。   

rboリ巾さnnii撲  

出   
院内にて患者  
血培：未実施 院内lこて当ま  

製剤のセケメ  1本の原料血繁  

A－06000100  3－0（；120  2006／丁／31  2006／8／】5  人血小坂1肛液（放射線照射） （採血之日日）  女  8  血液腫瘍   細菌憲染  2006／07  
15単位     を製造し、確保  中等度  回復  

ントチューブ で血培実施：  

済み．  

陰性   
欠損なし   

・院内にて毘 舌血培実施：  

St■Phybcocc  
1本の原料血  

usc叩丘k同 定  

緊、1本の新鮮  
2旦也      凛緒血策を製  軽微  回復  

A一060∞102  ユー061Z之  2008／8ハ  2006／8／】5  人赤血球濃厚液（放射線照射） （採血り日日）  女  70  食道静脈瘡破裂  細菌憲史  200t；／07  ・院内にて当  造．全て確保濱  
み。  

謹製刑の血 濱／くッケの残  

まで血培実   
非溶血性別作  担当医が「細菌露梁疑ってい   10単位  原料血策  

人血小坂濃厚濱（放射線照射）   男  30  ニ・・   細菌藍染  2006／08  用関連検査実  ない」ことが判明  を製造し、確保  中零度  許査中  
3－－06125 →取り下げ  2006／8／7  （採血28日）  施予定   二  

非溶血性Iq作  
用関連株査  

抗内にて毘書  
血培実施こ陰  

】本の原料血策  
2単位     を製造し、確保  重篤  回復  

A－0る0（氾105  3－06126  20（16／8／7  ZOO8／8／18  人赤血球濃厚濱（放射線照射） （採血之0日自）  勇  gO  一晩異形成症候群  細菌雷黛（敗血症 性ショック）  2006／08  性  董：陰性 ・血東タン／くク  合」  
済み．  

賢欠損挨王：  

欠損なし   
非溶血性Il作  

用関連桟壬  被疑藁：乾燥ポ  

l完内にて患者  】本の原料血疑  
A－0600〔‖07  〇－0も128  2【旧6／8／tO  200（〉／8／23  人赤血革重厚液（放射線照射） （採血14日自）  男  70  血液腹痛   細菌堅染  2006／08  血培実施：躍 性  2単位     を製遺し、確保  1t  回11  

壬：陰性 ・血疑タン／くク  
済み．  

実欠損検壬：  （之008／08）  

姐な   
葬溶血性Il作  
用関連挨董  

院内にて患者  】本の原料血賢  
A」）600【〉108  3－06129  之006／8′tO  200tS′8／23  人赤血球ま厚液 （採血柑日日）   女  60  血液腫瘍   細菌悪染  2006′08  血培実施：陰  

2■位     を製造し、確保  中等度  回復  
性   董：陰性 ・血歎タン′くク  

済み．  

質欠損検壬こ  
欠損なし   
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2006／1q／30  
国内輸血例   

藩血性il作用  
朋連検査実施  
・不規則抗体  
スクリーニング  
検至：自己抗  

体舟性  
院内にて患者 血培実施 

白血球除去人赤血球浮遊液（放  

：  

Staphylococl；  
l本の原料血黛  

男  80  骨髄興形成症候覇  細菌悪染  2006／08  る持久性なし）  
2単位     を製造し、確保  中等崖  回復  

（採血8日日）  epidormidis檎  
済み。  

用関連検査  
・抗血策タンパ  
ク貫抗体検  
壬：】か抗体弔  

陽性  
・血祭タンパク  
賃欠損挨萱：   

非溶血性副作  
用聞達検査  ・調査結果を受けて、r悪寒・  

・抗血資タンパ  発熱・呼吸苦・嘔気」と輸血血  】本の碍朋血策  死亡  
l完内にて患者 血 濱との因果関係あり、「薇書  （死因三尾壬  

3－0（‖39  2006／g／7  2006′9／14  人赤血球濃厚液 （採血日】引臼巨）   男  70  泌屍答腫瘍  細菌感染  2006／09  感染疑いjとの因果関係はな  済み．  重烹    のため司法  度実施二陰 性     ク貢抗体眉 壬二陰性  
・血管タン／くク  い、と考えると担当医のコメ  解剖）  

賞欠損検査：  ント   
欠損なし   
非港血性副作  5本の原料血  

院内にて患者 血壇実施：  
・講主音果を受けて、本痘欄  策、3本の新l羊  

Str8PtDCOCGU  
；集結血策を製造  

コーOt∋140  2（】06′9／7  ヱ006／9／Zt  人赤血球濃厚液（放！け線照射） 血8 
の副作用■塞染症とt貞血血液   
との因果関係なしと考えると  里蕉  不明  

（採－t6日目）   
t■一山■（†i■●  

・血繁タン／くク  の担当医のコメント   全て確保演み。  

質欠損検壬 
新♯凍結血策lま  

欠損なし   
全て確保済み．  

院内にて患者  
血培実施：  

3－ひ6＝H  200（〉／9ノ28  2（）06／‖】／】1  人血小坂濃厚液 （採血3日旨）   3－Ot‖34  2006′8／2こ〉  200も／9／4   射線照射）                   出        －DT解離三式 欝：爛性（主な 血液型に対す  非溶血性Il作         ・同一採血番号 の血祭1本で無 首謀♯実施：「適 合」 ・当該製剤の血 液／くッグで細菌 同定試磐を実 施：S． 8Pi由rmidjs検出 されす                                                        同一筏血番号の 血崇1本で無菌 試験実施：「i顔 舎」  患者死亡（詩細調査中）  10単位    l本の原料血紫 を製造し、使用 の有無を確認 中．    ‡■t  軽快  
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平成18年10月31日間催  
薬事・食品衛生審議会  
運営委員会提出資料  

別紙1   

日本赤十字社  

問診による捕捉調査の実施状況及び  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  
（輸血後HEV感染の予防対策）   

1．HEV問診調査状況  

1）調査期間：平成16年11月1日～平成17年10月31日※1  

北海道赤十字血液センター管内  

イノシシ  不明  合計  

116  324  0  121  561  

（0．07）   （0．19）   （0．00）   （0．07）   （0．32）   

59  108  2  72  241  

（0．05）   （0．09）   （0．00）   （0．06）   （0．21）  

175  432  2  193  802  

（0．06）   （0．15）   （0．00）   （0．07）   （0．28）   

※1：問診内容「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の  

生肉、生レバーの喫食歴」  

（）：期間内献血者総数に対する割合％  

男性献血者総数：173，135  
女性献血者総数：116，655  

総献血者数   ：289，790   

0HEV－RNA検査結果  
検査した802本からHEV－RNAは1本検出された。   

2）調査期間：平成17年11月1日～平成18年3月31日※2  

11月 12月  1月   2月   3月  計  

実献血者総数 24．192 25，169 23，363 22，369 23，714 118，807  

問診該当者数 7，037  6，798  5，375  4，830  4，525   28，565  

頻度（％）  29．1   27．0   23．0   21．6   19・1   24・0   

※2：問診内容「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物  

種、焼き方を問わず）の喫食歴」  

OHEV－RNA検査結果  

検査した28，565本からHEVqRNAは10本検出された。   

2．試行的HEV20プールNAT実施状況  
北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成18年8月31日  

総数  HEV－RNA陽性  陽性率  

献血者数  432，167  56  1／7，717  

H17．1～H18．2＊－  341，174  45  1／7，582  

H18．3～H18．8＊2   136，457  16  1／8，529  

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）  
＊2血柴分画センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体は除く）  

3了   



3．HEV－RNA陽性者の内訳  調査期間‥2005年IBIEI～2006年8月31日  

問診  
No．  採血日   HEV RNA   該当  摂食歴調査  

年齢  性別  ALT （IU／L）  HEV抗体  
遡及対象  
供給製剤   

受血者情報  
lgG．  ※1  食べ方   

2005／01／04  32   M   57  ＋   無  不明レバー   生   無  

2  2005／02／07  38   F   ＋   無  ブタレバー   生   無  

3  2005／02／13  41   M   103  ＋   無  回答なし  無  

4  2005／03／25  65   F   17  ＋   無  回答なし  無  

5  2005／03／27   26   M   38  ＋   有  不明レバー（問診時）   生   有  赤血球製剤破損のため院内廃棄   

6  2005／04／10  54   F   20  ＋   無  ウシ精肉   半生   無  

7  2005／04／ほ・  59   F   16  ＋   無  ブタホルモン、シカ精肉   十分加熱  無  

8  2005／04ハ5  35   F   16  ＋   無  シカ精肉、ウシ精肉 レバ 半生  
ウシー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

9  2005／04／20  25   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシレバー、ウシ精肉  半生  
ウシホルモン、ヒツジ精肉  十分加熱  有  感染なし   

10  2005／04／28  22   M   44  ＋   無  回答なし  無  

2005／06／07  42   M   24  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉  半生  
ウシホルモン、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  有  原疾皐により死亡   

12  2005／06／22  51   M   52  ＋   無  回答なし  無  

13  2005／07／03  58   M   219  ＋   ＋   ＋   無  不明レバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

14  2005／07／05  22   M   23  ＋  ＋   無  回答なし  無  

15  2005／07／05  38   M   15  ＋   無  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉   半生   無  

16  2005／07／13  24   M   19  ＋   無  ウシレバー   生   有  原疾患により死亡   

ウシ精肉  生  
2005／09／02  33   M   49  ＋   無   ヒツジ精肉  半生  無  

ブタホルモン、ブタ精肉  十分加熱  

18  2005／09／01   29   F   100  ＋   ＋   ＋   無  ウシホルモン、ヒツジ精肉 バ 半生  
ウシレー、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

19  2005／09／20  42   M   31  ＋   無  ブタホルモン、不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  HEV感染（H17．11．1運営委員会報告済み）   

20  2005／09／27  20   F   10  ＋   無  ウシ精肉、ブタホルモン、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

2l  2005／10／21   41   M   12  ＋   無  回答なし  無  

22  2005／10／25  44   F   38  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉、ブタ精肉   十分加熱  無  

23  2005／11／07  30   F   21  ＋   ブタホルモン、ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  
無   ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

24  2005／11／07  31   F   12  ＋   ＋   ＋   有  ブタレバー、ブタホルモン、ウシ精肉   十分加熱  無  

25  2005／11／20  28   M   47  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウマ精肉 ブタホルモン 生  
、ウシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  無  

26  2005／11／29  35   F   333  ＋   ＋   ＋   有  回答なし  無  

27  2005／12／13  42   M   30  ＋   有  ウシ精肉、ヒツジ精肉 レバ 半生  
不明ー、ブタ精肉  

十分加熱  有  原疾患により死亡   

28  2005／12／13  30   M   ＋   有  不明   十分加熱  有  HEV感染（H柑．01、26運営委員会報告済み）   

29  2005／†2／22  62   F   14  ＋   無  回答なし  無  

30  2005／12／27  42   F   14  ＋   無  回答なし  無  

血   



HEV抗体  HEV  摂食歴調査  
No．  採血日   年齢  性別  ALT （lU／L）  RNA   

遡及対象  
供給製剤   

受血者情報  
lgM  IgG  ※1                     肉の種類   食べ方   

31  2006／01／02   22   F   12  ＋   有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  無  

32  2006ノ01／06   68   M   23  ＋   無  ウシレバー、ブタホルモン、ヒツジ精肉   半生   無  

33  2006／01／13   36   M   42  ＋  無  ウマ精肉、不明レバー ウシ精肉、ヒツジ精肉 ウシレバ 無  
ー、ブタ精肉、ブタホルモン   生 半生 十分加熱  

34  2006／Ol／18   53   M   238  ＋   ＋   ＋   有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

＋   
不明レバー  

35  2006／01／13   31   M   43  
半生  

有   ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

36  2006／01／17  48   M   25  ＋   無  回答なし  無  

37  2006／01／25   52   M   25  ＋   無  不明レバー、ヒツジ精肉   十分加熱  有  輸血後89日現在、HEVマーカーの陽転は見られず追跡調査終了   

38  2006／01／30   39   F   22  ＋   無  回答なし  無  

39  2006／01／30   25   M   32  ＋   有  ウシ精肉、ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  生  
40  2006／02／02  39   F   35  ＋   ＋   有   ウシレバー  半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  

41  2006／02／07   57   M   13  ＋   無  不明   不明   無  

42  2006／02／07   40   F   172  ＋   ＋   ＋   無  ウシ精肉   十分加熱  無  

43  2006／02／17   39   M   28  ＋   無  ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉 ノシシ 
イ精肉、ブタ精肉   十分加熱   

無  

44  2006／02／20   58   M   22  ＋   無  ヒツジ精肉   十分加熱  無  

45  2006／02／21   45   M   30  ＋   ウシ精肉  半生  
無   ブタ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

46  2006／03／01   46   F   15  ＋   無  回答なし  無  

47  2006／03／01   50   F   29  ＋   無  回答なし  無  

48  2006／03／02  54   M   47  ＋   ＋   ＋   無  ウシ・ブタ（精肉、レバー、ホルモン）、ビソジ精肉  十分加熱  無  

49  2006／03／27   40   F   12  ＋   無  回答なし  無  

50  2006／04／01   31   F   16  ＋  ヒツジ精肉   半生   無  

51  2006／04／04   30   F   14  ＋  ブタ精肉、不明レバー   十分加熱  無  

52  2006／04／12  38   M   45  ＋   ＋   ＋  ／  ブタレバー、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

53  2006／04／柑   21   M   26  ＋   
半生  
十分加熱  無  

54  2006／04／22   28   M   14  ＋   ＋   ＋  無  

55  2006／04／26  46   M   ＋  ブタレバー   半生   無  

56  2006／05／柑   62   M   27  ＋   ／  ヒツジレバー   十分加熱  無  

57  2006／07／07   17   M   33  ＋  回答なし  無  

58  2006／07／11   34   F   10  ＋  回答なし  無  

59  2006／07／12   21   F   27  ＋  回答なし  無  

60  2006／07／22  49   M   4（∋  ＋  ＋   ／  ウシ精肉、ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレ／ト  十分加熱  無  



問診  
HEV RNA   該当  摂食歴調査  

No．  採血日   
遡及対象  

年齢  性別  ALT （IU／L〉  HEV抗体  供給製剤   受血者情報  
※1  食べ方   

61  2006／08／01   62   M   18  ＋  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

※1：問診喫食歴調査内容   
05年1月1日～05年10月31日：「過去3ケ月以内にブタ、シカ、イノシシあるいは動物種不明の生肉、生レ′トの喫食歴」   
05年11月1日～06年03月31日：「過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レバー、ホルモン（動物種、焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査は06年03月31日をもって終了  

■l  

J   



日本赤十字社  

HEV喫食歴問診調査  

調査期間  2006／2／1～2／28  

問診内容  『過去3ケ月以内に生肉、レバー、ホルモンを食べましたか』  

対象献血者数（札幌地区固定施設）  6．059 （100．0％）  

喫食歴問診該当者数  1．690  （27．9％）  

HEV－RNA陽性者  3  （0．05％）  

HEV－RNA陽性問診該当者  1 （0．02％）   

表1HEV－RNA陽性問診該当者  
HEVマーカー  喫食歴アンケート調査  問診  No．   年齢 【  性別  献血日  ALT くル／し）    RNA IgM IgG   食べ方  該当   

ウシレバー  生  

9   F   02／02   35   ＋  十       ウシレバー  半生  有   

ヒツジ精肉  十分加熱  

ブタホルモン、ブタレバー、ブタ胃、ヒツジ精肉   半生  
2   39   M   OZ／1了   岳 28   十  無   

イノシシ精肉、ブタ精肉  十分加熱  

ウシ稚内  
3   45   M   02／21   30   

半生  
無   

ブタ精肉、ブタレ′ト∴ヒツジ精肉  十分加熱  

表5 問診該当食材・調理法内訳（重複回答有）  表2 年代別喫食歴問診該当者  

動物種  肉の種類  十分加熱半㌔理法生 不明 
紛   

ホルモン   593  5  0  5  603  

レバー   245  3  6  2  256  

ブタ                                              精肉   35  26  3  0   64  

不明  5  1  0  1  7  

計  878  930  

ホルモン   269  

レバー   159  

精肉   33  

不明 －  2  

計  463  7     4     3  283          6   112     2  279          58    （；6     3  160            0    3    1   6          71 185    9】   728   

35      9      8  

2  

2  

3 2 56  

ヒツジ   4  

計   36  23  5  0   64   

3  0  0  0  3  

ホルモンき                  レバー  28  

0  2  0   30  

0  1  3  0   4  

トリ                                          精肉                       計  31    1     5      0  37   

0  0  0  

5  9  0  18  
シカ  

1 2  0  6  

6 11 0  25   

2  

ウマ  3  

計   0  0  5   

‡ン㌣！：  
イノシシ  

3 3 ∑   l l        計】  2   0   0   0弓   2  

5     0  

3   0   2L  277  
ホルモン  272            レバー  155   5  18   7】185   

3   1  

1巨  

7  

0   0   O 1  

不明  精肉  2             不明          u 1        計  430   11  19   10  470   

総計  11848 147  239   27弓 2261  

年代  男  女  回答なし  総計  （％）   

16－19   62   105  1   168  （10％）   

20－29   238    293  5  536  （32％）   

30－39   222    221  7  450  （27％）   

40－49   183   131  5  319  （19％）   

50－69   122  84  1   207  （12％）   

回答なし   0  0  10   10  （1％）   

総計   827    834  29  1690 （100％）   

表3 問診該当食材内訳（重複回答有）  
肉の種類   

動物種  
総計  

ブタ   603    256  64  7  930   

ウシ   283    279   160  （；  728   

ヒツジ   2  2  56  4   64   

トリ   3  30  4  0   37   

シカ   0  1  18  6   25   

ウマ   0  2  3  0   5   

イノシシ   1  1  0  0   2   

不明   277   185  7  1  470   

総計   1169    756    312  24  2261   

表4 問診該当食材調理法内訳（重複回答有）  

理法 

肉の椚十分加熱半生 不明  総計   

ホルモン  1140  15  4  10  1169   

レバー   591  14   140  11   756   

精肉   105   113  90  4  312   

不明J 12  5  5  2  24   

総計 岳 1848 147  Z39   27   2261   
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8  

全国の健常献血者におけるHEV抗体調査  

7  

埼玉県の肝機能異常献血者における  

HEV感染の実態及びvkemiaの同定  

北海道赤十字血液センターl）  

日本赤十字社血液事業本部2）  

武田尋美l）∴松林圭二l）．坂田秀勝l），   

徳島恵里奈II．中内健太‖，佐藤進一郎1l．  

加藤俊明‖∴池田久賓l）．金光公浩コ）  

埼玉県赤十字血液センターl）  

自治医科大学 感染免疫学講座ウイルス学部門ゴ）  

五反田裕子l）．岩田明子り，伊藤由理Il，  

中島清美l）．立花克己l），大沼 均り．吉川 昭り．  

溝口秀昭l）．岡本宏明2l  

ほ的】2005年度の当学会で，AIJ高値献血者を対象とし  

たHEV疫学調査を行い．IgG抗体陽性率は北海道，東京．  

福岡で全国平均を上回ったことを報告した。今回は，血  

液事業本部主導のもと．全国的規模のAI∫正常献血者に  

おけるHEV抗体保有状況を調査したので報告する。  

【方法】2005年12月採血分の検体のうち，各基幹センタ  

ーにおいて血滴学的スクリーニング陰性並びにALr60  

IU／L以下の健常献血者血清を．年代，性別毎に各150検  

体，計12，600検体（150検体×6年代×2性別×7基幹セ  

ンター）を確保し．それを対象としてin－houseEl．ISA  

（感染研より抗原供与）を用いて，HEVIgMおよぴ1gG  

抗体検査を行い．陽性となった検体は市販キットにより  

確認検査を行った。  

【精巣】IgM抗体陽性数（率）は．男性6例他1％），女  

性7例（0．1％〉の計13例（0．1％）であったさ：地域別の  

陽性率は高い順に常京0．3％．愛知0．2％．北海道0．2％．  

福岡0．1％．宮城，大阪．岡山0％と，有意差はなかったさ  

一方IgG抗体陽性数（率）は男性248例（3．9％），女性183  

例（2．9％）の計431例（3．4％）で．女性より男性の方が  

高い傾向を示し．加齢と共に陽性率が増加する傾向も言忍  

められた。地域別では東京8．6％．宮城4．4％．北海道  

3．9％．愛知3．2％，福岡l．7％．大阪1．1％一同山1．0％であ  

り．東京と他地域．また東日本と西日本の間に有意塞が  

認められた。  

【考察】今回，初めて調査対象の年齢，性別を捕えた全  

国的規模のHEV抗体保有状況を調査した。HEVIgM抗体  

陽性率が低かったことより．調査時にはHEV感染が拡が  

っていなかったことが示唆された。一方HEVIgG抗体陽  

性率はこれまでの報告と同様に，地域，年齢．性別に偏  

りがみられ．東日本では以前からHEV感染が拡がってい  

た可能性が示唆された。特に東京地区が．最もHEV抗体  

陽性率が高かったことより－ 今後HEV感染の実態を把握  

するために、HEVRNA調査の必要性が示唆された。  

【目的】日本におけるHEV感染の実態は，北海道を筆頭  

に東日本で抗体陽性率が高いことが判明している。人口  

が集中し人の交流や食物流通等の盛んな関東都市部にお  

いて，HEV感染の実態を把握しておくことが必要である。  

今回ALT異常献血者におけるHEV抗体保有率とHEV  

viremiaの実態を調査したので報告する。【対象と方法】  

埼玉血液センターの2003年4月から2006年3月までの3  

年間の献血者723，277人のうち，AI∫値61IU／L以上のベ  

15，477人の中から8，229検体についてHEV抗体とHEV  

RNAを測定した。fIEV抗体の測定はTakahashiらの方法  

に従った。更に抗体陽性例についてはIgA．IgMクラス  

の測定を行い感染の時期について調べた。HEVRNAは  

抗体陽性例については全例を個別に，陰性検体について  

は10本プールしたものをMizuoらのnestedRTIPCRに準拠  

レORF2領域のプライマーを用いて測定した0【結果と  

まとめ】対象は同一献血者1，069人の2，579検体を含んで  

いた。全体の抗体陽性率は男性777／7497（10．4％），女性  

90／732（12．3％）であった。HEVRNA陽性者が8例検出  

された（0．1％）がこれとは別に褐数回献血者のなかで抗  

体が顕著に陽転化した例が7例あった。Viremia例は全員  

男性であったが，このうち1例はIgG．IgM．IgAいずれ  

のHEV抗体も検出されなかった。これらのgenotypeは全  

例が国内で多くみられる3型であった。3型は劇症化す  

る恐れは比較的少ないが．不顕性感染として広がる可能  

性があるので肉食等の問診の強化が重要であろう。  
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平成18年10月31日  

日本赤十字社  

（案）  

遡及調査対象献血一覧  

1．献血者 30歳代男性   

HEV－NAT陽性が判明した献血日：04／05／25、ALTlOllU／L  

ID－NAT  
No．   採血白  製剤   使用状況   受血者調査   

（HEV）  

03／12／11  Ir－MAP2   
陰性  情報提供対象外  

（166日）  FFP2   

2．献血者 40歳代男性   

HEV－NAT陽性が判明した献血日：04／05／24、ALT61IU／L  

ID－NAT  
No．   採血日  製剤   使用状況   受血者調査   

（HEV）  

03／12／26  

陰性   Ir－MAP2   情報提供対象外   
（150日）  

3．献血者 60歳代男性   

HEV－NAT陽性が判明した献血日：05／4／14、ALT261［U／L  

tDTNAT  
No．   採血日  製剤   使用状況   受血者調査  

（HEV）  

05／01／29  

2  陰性   FFP5   情報提供対象外   
（75日）  

＊：受血者情報（10歳代女性）   

重症型肝炎の治療のため、平成18年1月に当該新鮮凍結血渠による輸血が実施された。  

その後、転院され原疾患のための治療を受けられて、現在回復されているとの情報を得ている。  

4．献血者 40歳代男性   

HEV－NAT陽性が判明した献血日：05／9／28、ALT128IU／L  

ID－NAT  
No，   採血日  製剤   使用状況   受血者調査   

（HEV）  

05／05／17  1「－MAP2   

陰性  情報提供対象外  
（137日）  FFP2   

（）の日数：HEV－RNA陽性献血から遡及対象献血までの期間  
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